
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校訓「元気・本気・根気」  令和５年12 月末号 

 
 

  
～万倉小学校は 2024 年 3 月に 「満 150 歳」 を迎えます ! ～ 

【教育目標】「地域を愛し、人を大切にする子どもの育成」 

２学期を振り返り、３学期(未来)を見据えて… 

に期待して 
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(諸説あります)。だれもが みな 慌ただしい季節です。

だからこそ 落ち着いて、「今」という瞬間をしっかり見

つめ、次の目標に向かって進みたいものですね。 

 

イソップ寓話「木こりと旅人」 
「慌

あわ

ただしい」という言葉で思い出されるのは、イソップ寓話の「木こりと旅人」という

お話です。 ある日の朝、旅人は山の中を歩いていました。すると、奥深い森

の中、汗を流しながら一生懸命に木を切っている木こりを見かけま

した。そして夕方、同じ道を戻ってみると・・・、朝と同じ場所で、木こ

りは、くたくたになりながら木を切り続けていました。でも、あんまり作

業は進んでいないようで、朝からわずかしか切れていません。 

旅人が足を止めてよくよく見ると、木こりが使っている斧(おの)の刃は、 

ボロボロでした。そこで、旅人は木こりに声をかけました。 

旅人：「大変ですね～。でもあんまり作業は進んでないみたいですね。 

斧の刃がボロボロだからじゃないですか。刃を研いだらどうですか？」 

木こり：「旅人さん、なに言ってるんだ!! 刃を研ぐ時間なんてオレには 

無いんだよ、木を切るのが忙しくて・・・。」 
日々の忙しさの中で 冷静な判断ができず、結局 多くの無駄(回り道)をしてしまうたとえ

話です。同時に、せっかく他人が忠告してくれたのに聞き入れず、同じことを続けている場

面を言い表しています。 

上のお話の木こりも、旅人の忠告を受け入れて、自分の斧の刃の状態を知れば、これほど

苦労することもなかったでしょう。 

実は、私自身も そそっかしく、あわてんぼうに分類される人間です。目の前のことだけに

とらわれて 本来の目的や客観的なモノの見方、本当に大切なものを見失ってしまうことがな

いように…という「戒め(いましめ)」として、このお話を心にとどめています。 

心静かに「ゆく年」を振り返る(反省する)時間を見つけたいものです。そして、 

「来る年」が皆様にとって良い年になりますように。 

２学期も、日々の活動に加えて、授業参観や運動会等の行事へ参加、また、環境

整備(校地内草刈り・除草作業 他)や見守り隊等、さまざまな取組にご理解・ご協

力を賜り、誠にありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

新年は、いよいよ令和６年…万倉小学校 150 周年を迎える記念すべき年になり

ます。引き続きご支援を賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

ょう。  

き     たびびと 

校長 辻 岡  俊 文 

「師走(しわす)」とは、旧暦 12 月の呼び名です。師が走ると書きますが、かつて師匠

である僧侶がお経をあげるために走り回ることから その名がついたという説が有名です 

全校給食の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１月行事予定 
１日（月）元日 
４日（木）閉庁日 
８日（月）成人の日 
９日（火）始業式 大掃除 下校 10：45 

１０日（水）給食開始 委員会活動 
１２日（金）書初め大会 3４校時 
１３日（土）どんど焼き 10 時（宮尾八幡宮） 
１７日（水）マーチング 
１８日（木）３４年確認問題 
２４日（水）マーチング 
２６日（金）子どもと大人の人権教室 2 校時（参観日） 

 学校保健安全委員会 3.4 校時 あおぞら号 
２月行事予定 
９日（金）仮入学 

１７日（土）参観日 １０歳のつどい 学級懇談会 学校運営協議会 
３月行事予定 
５日（火）６年生を送る会 体育館ワックスがけ 

１７日（日）くすのきカントリーマラソン 
１９日（金）第７７回卒業式 
２６日（火）修了式 
２９日（金）離任式 

来年もよろしくお願いします。 
 度々延期になった校内持久走大会でしたが、１２月１３日（水）晴天のもと無
事に開催することができました。児童は、皆様方の声援を受けてランランタイム
や体育授業などで鍛えた成果をしっかりと発揮することができました。中には家
で自主練習に励んだ児童もあり、各自が目標をしっかりと定め準備をし本番を迎
えて、その結果、参加児童全員が完走することができました。 
持久走大会には、人を成長に導く宝物が詰まっていると思います。スタートラ

インでは、緊張した様子でみんながその時を待ちます。目標を抱き練習に励んで
きた自分に期待するからこそ味わえる緊張感です。この緊張感こそが、人を成長
に導く大事な宝物だと考えます。息が止まるくらい苦しくてドキドキする場面を
何度も経験し乗り越えることで、強くたくましい心と体が育まれるはずです。ま
た、ゴールでは、自分の頑張りを自覚し認めることで満足感を感じることでしょ

う。ゴールにたどり着くまでにも、成長につながるいろいろな心情があるはずで
す。このような経験を何度も積み重ねて、人は少しずつ成長していくものだと考
えます。万倉っ子もきっと同じはずです。 
これから楽しい冬休みです。持久走大会のような緊張した場面はないでしょう

が、おつかいや大掃除、部屋の片付けなど年末年始の身近な経験を丁寧に重ねる
ことで成長につながるとうれしいです。地域や親戚の人などいろんな人と出会う
良い機会でもあります。是非、冬休みの貴重な経験を成長につなげていただき、
始業式では成長した元気な子ども達にまた会えることを楽しみにしています。 
それでは皆様、よいお年をお迎えください。    （教頭） 


